
進んで学ぶ子

「あらゆるところにチャンスがある。」

加須市立騎西小学校

校 長 大 勝 進

キンモクセイの香りが校舎の中にも入ってきて、秋の空気を感じられる季節

になりました。早いもので令和４年度も折り返しの時期になりました。学校で

は１０月１日に実施した騎西中央幼稚園との運動会の練習や１０月４日に実施

される加須市小学校陸上競技会に参加する６年生による陸上練習など、子ども

たちが汗を流して真剣に活動する姿がみられます。

「推し」「推し活」という言葉が最近定着してき

たように感じます。「推し」とは、自分が好きなア

イドルやアニメのキャラクターなどに情熱を注ぐこ

と、またそれを周囲に勧める活動を「推し活」と呼

ぶようです。最近では「推し活」をしている小学生

も大勢いると耳にしたことがあります。似たような言葉で「オタク」がありま

す。「オタク」とは部屋に籠もり所有欲求の強い人たちで、「推し」「推し活」

とは少しのめり込み感が違います。「推し活」の方が活発なイメージです。

現在の日本は１９６０～１９７０年代に急成長した製造業や交通、通信など

よりもむしろ「クールジャパン」として、「推し」「推し活」「オタク」文化で

世界中に注目されているようです。ある新聞記事には、これらの関連産業は日

本の国内総生産の１０％にもなる、と書かれていました。

テレビの特集番組などで見ていると、「推し」がいたり「推し活」をしてい

る人たちは、なぜかみんな元気で明るいです。生き生きしています。このよう

なジャンルが、もしかしたら、将来の日本の産業の中心になるかもしれません。

昭和生まれのわたしには驚くような世界が広がっています。

まさかアイドルやアニメのキャラクターなどの「推し」に、お金をかけて恥

ずかしがることなく全力で応援する文化や産業がここまで発展するとは想像で

きませんでした。考え方を柔軟にしてあらゆる可能性を想定すれば、ビジネス

チャンスはどこにでもあるんだな、と改めて感じました。子どもたちには、発

想を豊かにして変化を恐れることなく受け止めて、自分のよさとリンクさせな

がら成功できる人間に育ってほしいなあと思います。
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